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78億1,519万8千円を可決

第 1回定例会 一般会計予算
令和5年度

　３月定例会は，３月２日に召集され，３月３０日までの２９日間の会期で開催されました。

今定例会では，一般会計補正予算の専決処分の承認や伊佐北姶良環境管理組合規約の変更，下

川西地区グラウンドの管理運営に関する指定管理者の指定，個人情報の保護に関する法律が改

正されたことに伴う町条例の制定や一部改正，令和４年度の各種事業執行に伴う補正予算及び

令和５年度の各会計の当初予算など，２０の案件が上程され，それぞれ原案可決しました。ま

た，議会自らが設置した議会活性化等調査特別委員会における議員定数の協議結果を踏まえ，

議員の定数を現行の１２人から２人削減し，次の一般選挙から１０人とする決議などについ

て，原案のとおり可決しました。

　なお，一般質問では議員６名が１４項目について質問しました。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
が
そ
れ
ぞ

れ
14
億
９
３
５
３
万
６
千
円
、
介
護

保
険
事
業
が
12
億
６
８
２
４
万
８
千

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
が
１
億

７
７
３
２
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。水

道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
は
、
施
設
の
維
持

管
理
に
伴
う
経
費
の
ほ
か
、
水
道

メ
ー
タ
ー
器
取
替
委
託
料
、
導
水
管

新
設
工
事
測
量
設
計
業
務
委
託
料
、

各
施
設
減
価
償
却
費
及
び
経
年
劣
化

に
伴
う
給
配
水
管
等
布
設
替
工
事
等

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
も
留
意
し
な
が

ら
、
第
２
次
総
合
計
画
を
は
じ
め
と

す
る
各
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
基
本

と
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
問
題
に
継
続
的
に

取
り
組
む
た
め
の
予
算
計
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
予
算
総
額
78
億
１

５
１
９
万
８
千
円
で
、
令
和
４
年
度

に
比
べ
、
７
４
８
１
万
７
千
円
、
率

に
し
て
約
０
・
９
％
の
減
額
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
31
・
5
％
、
国
・
県
支
出

金
17
・
2
％
、
繰
入
金
14
・
5
％
、

町
税
14
・
3
％
、
町
債
8
・
6
％
、

寄
附
金
4
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費

が
21
・
4
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
総
務
費
14
・
6
％
、
土
木
費

11
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令和５年 第１回臨時会
　第１回臨時会は４月２６日に召集され，１日間の会期で開催されました。町税条例等の一部改正等
の専決に関する承認３件，教育委員会教育長等の任命に関する同意及び子育て世帯生活支援特別給付
金関連費等を追加した一般会計補正予算が提案され，原案のとおり可決しました。また，湧水町議会
運営に関する申し合わせに基づき正副議長の選挙が行われ，新しく議長，副議長が選出されました。

本
町
、
最
大

の
課
題
は
人
口

減
少
で
あ
り
、

対
策
と
し
て
婚

活
・
子
育
て
・
移

住
・
定
住
支
援

と
企
業
誘
致
等

が
必
須
で
す
。ま
た
、人
手
不
足
に
よ
る
一
次

産
業
や
各
種
職
業
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響

が
発
生
し
て
い
る
現
状
や
現
在
進
行
中
の
伊

佐
湧
水
特
別
支
援
学
校
誘
致
等
の
難
問
が
山

積
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、早
急
な
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
、町
民
の
意
見
を
重
視
し
、

行
政
へ
の
監
視
及
び
苦
言
を
怠
ら
ず
、是
々

非
々
の
中
で
政
策
提
言
を
行
い
、本
町
発
展

の
た
め
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、活
力
あ
る
議

会
運
営
に
努
め
ま
す
。

新
議
長
あ
い
さ
つ小川　忍 議長

総務民生常任委員
◎ 中 村 和 博 ○ 吉 永 義 和 田 原 寛 文
久 留 須　 修 境 田 公 明 小 川　 忍

経済文教常任委員
◎ 仮 屋 良 二 ○ 橋 元 義 嗣 成 相　 大
宗  照 夫 森 山 マ ス ミ 中 原 和 見

議会運営委員
◎ 中 原 和 見 ○ 中 村 和 博 仮 屋 良 二 吉 永 義 和 橋 元 義 嗣

◎委員長　　○副委員会

議　　案 提案理由等 議決の内容

承 認
第 ２ 号

専決処分の承認を求めることに
ついて（湧水町税条例の一部を
改正する条例の制定について）

湧水町税条例の一部を改正する条例の制定を地方自治法第 179 条
第１項の規定により，専決処分したもので，同条第３項の規定に基
づき，これを報告し，承認を求めるもの

承認

承 認
第 ３ 号

専決処分の承認を求めることについ
て（湧水町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定について）

湧水町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定を地方自治
法第 179 条第１項の規定により，専決処分したもので，同条第３項
の規定に基づき，これを報告し，承認を求めるもの

承認

承 認
第 ４ 号

専決処分の承認を求める
ことについて（令和５年
度湧水町一般会計補正予
算（専決第１号））

地方自治法第 179 条第１項の規定により，専決処分したもので，同条第
３項の規定に基づき，これを報告し，承認を求めるもの（歳入歳出予算
の総額に歳入歳出それぞれ１千２百２６万８千円を追加し，歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ７８億２千７百４６万６千円とするもの）

承認

同 意
第 １ 号 教育長の任命について 教育委員会教育長の任期満了に伴い，引き続き，湧水町川西　平　幸二氏を地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により，議会の同意を求めるもの 同意

同 意
第 ２ 号

教育委員会委員の任命に
ついて

教育委員会の委員の任期満了に伴い，新たに，湧水町鶴丸　中城仁
美氏を教育委員会委員に任命したいため，議会の同意を求めるもの 同意

議 案
第 1 7 号

令和５年度湧水町一般
会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４千１百９万７千円を追加し，歳入
歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７８億６千８百５６万３千円とするもの

原案
可決

こんなことが決まりました

新しい正副議長が決まりました

地
方
創
生「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
」

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

等
の
取
り
組
み

を
生
か
し
、
湧

水
町
の
合
併
の

理
念
を
今
後
も
大
事
に
し
て
、持
続
可
能
な

湧
水
町
の
実
現
を
目
指
し
、安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
み
よ
い
湧
水
町
の
た
め
、議
会
議
員

一
体
と
な
り
、活
力
あ
る
議
会
運
営
に
最
善

を
つ
く
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

新
副
議
長
あ
い
さ
つ

中原 和見 副議長
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質疑　　令和５年度新規採用の職員数とその職域は。
答弁 　　 ６名の退職予定があり，新規採用は１２名を予定しています。職域は，全員一

般行政職であります。

質疑　　会計に係る事故防止の観点から，会計課職員の在職期間は３
年程度が適当と言われているが，会計課職員の在職年数はどう
なっているか。

答弁 　　会計課職員の在職年数は，課長が７年，課長補佐が２年，係長が１年であります。

質疑　　４月からのタクシーチケット事業について
は，車両の数が足りないのではないか等の
不安の声が少なくない。予想できる不具合
事象に対し万全の対応策を準備しておく必
要があるのではないか。

答弁 　　 運行事業者のタクシーは２台体制ですが，現在の利用状況からは余裕があり，
運行事業者からは４月からの運行についても十分対応可能とのことであります。
今後は，状況に応じては台数増等について協議を行う予定です。利用者が安心
して利用できるように努めます。

意見 　　 交通弱者にタクシーチケットを４月１日から申請により使えるようになるが，
現在タクシーは２台しかおらず高齢者の多くは不安がっている。その不安を取
り除くため，利用しやすく安心して使えるよう要望します。

質疑　　民生委員費について，住民の期待するボランティ
ア活動の民生委員に対し，交通費等の増額は検
討できないのか。

答弁 　　 近隣自治体の状況等を見ながら検討したいと思います。

質疑　　障がい者の相談対応について。
答弁 　　 一般的には，障がい者の方からの相談は長寿福祉課の窓口で対応しています。

県にも障害者相談窓口がありますので，内容によってはそちらをご案内するこ
ともあります。障がい者の相談については，真摯に丁寧に対応することとして
いますが，内容的に対応できないこともあり，納得いただけない場合もありま
す。そのような場合については，県の相談窓口等をお伝えすることもあります。
このような場合については，上司にも内容等を都度報告しております。実状を
調査し，必要な対応策を検討したいと思います。

質疑　　総合交流施設について，年間約７０００万円の赤字となってい
るが，このことについて，担当課として有効活用の対策を考え
ているか。それとも現状維持の方針か。また，民間委託等も含
め，何か検討しているか。

答弁 　　 担当課としては，二つの案を検討しておりました。一つ目は，現在の温泉機能
を維持するため，機器等の効率化を図る施設整備を行うものであり，二つ目と
しては，福祉の拠点施設として現在の健康増進課，長寿福祉課等を包括支援セ
ンター，保健センター機能を含めて移し，施設を活用する方法であります。今
後は民間への譲渡も含め，協議を進めていきたいと考えます。

令和５年度　　一般会計当初予算審議内容
※各常任委員会予算審議における質疑の一部を紹介します。

総
務
費

民
生
費

議会だより　ゆうすい　No.74 4



質疑　　高齢者訪問給食サービス事業について，新たにシルバーケアセ
ンターに給食施設を整備し，供給能力を強化する計画であり高
く評価したい。施設整備後の供給能力は
どうなるのか。

答弁 　　 栗野地域は総合交流施設で１８０食，吉松地域はシル
バーケアセンターで１００食の計２８０食が供給可
能となります。

質疑　　子ども子育て支援として，新規に産後ケア事
業を計画したのは評価しているが，新年度の
新生児数をどのように見込んでいるのか。

答弁 　　 令和５年度は４５人程度の新生児を見込んでいます。

質疑　　観光協会運営補助事業について，協会運
営費の大半を占める町の補助金約７６６
万円は昨年度比でどうか。また，自立で
きるのはいつ頃になるのか

答弁 　　 前年度比３７万円減としている。自主財源で全てを
賄うまでの財政自立の時期の見通しは立っていない。

質疑　　湧水イベント補助金について，本町の観
光振興及び地域振興を活性化するために
彫刻造形展をメインイベントとして実施
し財源をあまり必要としないイベントに
して，自主運営できるよう方策を検討す
べきである。

答弁 　　 全面的に見直し稼げる観光にし，自前でできるものは自前でしていく。出店ブー
スでの売り上げ以外の経済効果はどの程度であるか精査しないとわからない。

質疑　　スクールバス運行事業について，どのよう
な運行を計画しているのか。

答弁 　　 町のふるさとバス２台を活用し栗野地域の２路線と，
いきいきセンターから吉松幼稚園の１路線を，また
町のマイクロバス１台で吉松地域全域の１路線を運
行する計画です。

質疑　　各種大会事業について従来方式ではなく，全町民参加型の町民
スポーツ大会を検討すべきではないか

答弁 　　 コロナウイルス等により３年間実施されていない。
以前の人と人との交流を通した賑わいを取り戻すた
め，従来の行事を計画している。大会の課題につい
ては関係団体と協議検討する。

令和５年度　　一般会計当初予算審議内容

衛
生
費

教
育
費

商
工
費

民
生
費
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議　　案 提案理由等 議決の内容

承 認
第 １ 号

専決処分の承認を求める
ことについて（令和４年
度湧水町一般会計補正予
算（専決第３号））

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５４万９
千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ８７億２千７百４２万８千円とするもの

承認
全会
一致

議 案
第 １ 号

伊佐北姶良環境管理組合
規約の変更について

霧島市が伊佐北姶良環境管理組合を脱退すること
に伴い，令和５年４月１日から組合名称を「伊佐
湧水環境管理組合」に変更及び組合経費の支弁方
法の見直しに伴い，組合規約を変更したいので，
地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を
求めるもの

可決
全会
一致

議 案
第 ２ 号

湧水町下川西地区グラウ
ンドの管理運営に関する
指定管理者の指定につい
て

湧水町下川西地区グラウンドの指定管理者を指定
することについて，議会の議決を求めるもの
※指定管理者の団体の名称：下川西地区公民館

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ３ 号

湧水町個人情報の保護に
関する法律施行条例の制
定について

個人情報の保護に関する法律が改正され，同法に
おいて条例で定めることとされている事項等を定
める必要があることから，本条例を制定しようと
するもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ４ 号

湧水町国民健康保険条例
の一部を改正する条例の
制定について

健康保険法施行令等の一部が改正され，出産育児
一時金の額は令和４年度の全施設の出産費用の平
均額の推計等を勘案し，全国一律で５０万円に引
き上げるべきとされたことを踏まえ，所要の改正
をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ５ 号

湧水町国民健康保険税条
例の一部を改正する条例
の制定について

国民健康保険法の一部改正による国民健康保険の
都道府県単位化に伴い，湧水町国民健康保険税条
例等の一部を改正する必要が生じたため，所要の
改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ６ 号

湧水町子ども・子育て会
議条例の一部を改正する
条例の制定について

子ども・子育て支援法の一部を改正する内閣府令
の施行に伴い，湧水町子ども・子育て会議条例の
一部を改正する必要が生じたため，所要の改正を
しようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ７ 号

令和４年度湧水町一般会
計補正予算（第１０号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４億５千８
百２６万１千円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ８２億６千９百１６万７千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第 ８ 号

令和４年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第３号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７千１
百７７万３千円を減額し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ１４億３千３百１１万３千円と
するもの

原案
可決

全会
一致

こんなことが決まりました
令和５年第１回定例会

議会だより　ゆうすい　No.74 6



議 案
第 ９ 号

令和４年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算

（第４号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１千２
百８１万９千円を減額し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ１３億５千６百４０万２千円と
するもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第10号

令和４年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計補
正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３８万
円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ１億７千９百５０万１千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第11号

令和５年度湧水町一般会
計予算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７８億１
千５百１９万８千円と定めるもの（P ２参照）

原案
可決

全会
一致

議 案
第12号

令和５年度湧水町国民健
康保険事業特別会計予算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億９
千３百５３万６千円と定めるもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第13号

令和５年度湧水町介護保
険事業特別会計予算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億６
千８百２４万８千円と定めるもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第14号

令和５年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計予
算

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億７千
７百３２万４千円と定めるもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第15号

令和５年度湧水町水道事
業会計予算

P ２参照
原案
可決

全会
一致

発 委
第 １ 号

湧水町議会の個人情報の
保護に関する条例の制定
について

議会が保有する個人情報の保護に関し，議会独自
の個人情報の保護に関する条例を制定する必要が
あることから，本条例を制定しようとするもの

原案
可決

全会
一致

議 案
第16号

湧水町長等の給与の特例
に関する条例の一部を改
正する条例の制定につい
て

職員の不適切な事務処理に対して，職員を指揮監
督する立場としてその責任を重く受け止め、本条
例の一部を改正しようとするもの

原案
可決

全会
一致

発 委
第 ２ 号

湧水町議会議員定数条例
の一部を改正する条例の
制定について

議会自らが設置した議会活性化等調査特別委員会
における議員定数の協議結果を踏まえ，議員の定
数を現行の１２人から２人削減し１０人とし，次
の一般選挙から適用するもの

原案
可決

全会
一致
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町政を問う 6 人が質問

◆一 般 質 問 目 次 ◆
ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

小川　忍 議員

１．人口減少特別対策課の設
置について

２．大規模婚活事業について

P ９
成相　大 議員

１．観光振興について

P12

中村　和博 議員

１．湧水町のデジタル改革
（ＤＸ）について

２．少子化対策（結婚に対す
る取組み）について

３．過去の質問のその後につ
いて

P10
森山マスミ 議員

１．地域避難所の整備につ
いて

２．地域防災について

P13

田原　寛文 議員

１．子育て支援及び定住促
進について

２．総合交流施設，くりの図
書館，幼稚園及び中学校
の運営等見直しによる
財源及び職員等の確保
について

P11
久留須　修 議員

１．過去に発生した公金横領
事件について

２．特別支援学校誘致につい
て

３．令和３年に施行された医
療的ケア児及びその家族
に対する支援法について	

４．各小学校区の活性化対策
について

P14
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一 般 質 問

毎
年
2
0
0
人

余
り
減
少
し
、
高

齢
化
率
が
45
％
で
あ
る
こ
の
現

状
に
、
今
で
歯
止
め
を
か
け

な
け
れ
ば
、
将
来
の
財
政
運
営

及
び
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保

障
費
や
各
業
種
の
人
手
不
足
に

も
、
大
き
な
影
響
が
心
配
さ
れ

る
。
昨
年
、
商
工
観
光
Ｐ
Ｒ
課

が
新
設
さ
れ
、
主
に
観
光
Ｐ
Ｒ

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ま
た
空

地
・
空
き
家
バ
ン
ク
対
策
な

ど
、
少
な
い
職
員
で
幅
広
い
業

務
を
兼
務
で
行
っ
て
い
る
が
、

成
果
が
見
え
な
い
。
今
は
観
光

優
先
で
な
く
、
人
口
を
増
や
す

こ
と
に
専
従
し
た
特
別
対
策
課

を
設
置
し
、
本
町
独
自
の
創
生

計
画
を
た
て
、
湧
水
町
の
危
機

を
救
う
一
大
事
業
と
し
て
、
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
国
も
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
を

行
い
、
空
き
家
活
用
促
進
区
域

の
調
査
・
設
定
・
強
制
撤
去
・

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
の
廃

止
等
、
専
門
的
複
雑
化
し
た
一

連
の
業
務
を
全
て
市
町
村
が
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
相
続
登
記
や
分
筆
、
所
有

権
移
転
等
の
説
明
を
所
有
者
等

に
行
う
事
も
必
要
と
さ
れ
る
た

め
、
現
在
の
兼
務
で
は
更
に
職

員
へ
の
精
神
的
苦
痛
と
負
担
が

重
な
り
、
相
当
な
無
理
を
生
じ

る
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

人
口
減
少
対
策

は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
定
住
に
向
け
て
、
令
和

５
年
度
は
従
来
の
定
住
促
進
事

業
を
更
に
充
実
す
る
た
め
、
新

た
に
新
生
児
子
育
て
応
援
給
付

金
支
給
事
業
や
定
住
促
進
家
賃

助
成
事
業
補
助
金
の
制
度
を
設

け
、
移
住
を
促
し
定
住
を
推
進

し
ま
す
が
、
人
口
対
策
は
一
朝

一
夕
に
結
果
を
表
面
化
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
長
期
に

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、

国
に
お
い
て
も
、
空
き
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
市
町
村

が
担
う
業
務
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
空
き
家
等
庁
舎

内
対
策
会
議
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
業
務
量
を
把
握
し
適
正

な
職
員
配
置
や
課
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

人
口
を
増
や
す

事
を
一
本
に
絞
り
、

他
の
事
業
を
精
査
し
縮
小
・
廃

止
し
て
で
も
、
将
来
湧
水
町
を

沈
没
さ
せ
な
い
た
め
に
、
最
良

の
創
生
計
画
を
作
成
し
早
急
に

実
行
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
ま

た
町
民
や
移
住
者
に
も
素
晴
ら

し
い
考
え
の
方
も
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
町
民
全
体
で
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
伺
う
。町

民
や
移
住
者

の
意
見
を
参
考
に
し
て
進
め
て

い
く
事
も
大
事
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
職

員
を
配
置
し
、
業
務
の
効
率
化

を
考
え
れ
ば
課
の
新
設
も
課
題

と
考
え
、
検
討
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
か

ら
、
少
額
予
算
で

小
規
模
的
に
婚
活
事
業
に
取
組

ん
で
い
る
が
、
成
果
が
出
て
な

い
た
め
、
今
後
は
、
隣
接
市
町

等
と
連
携
し
て
広
域
的
な
取
り

組
み
が
肝
要
と
思
う
が
、
ど
う

か
伺
う
。

現
在
ま
で
５
回
実

施
し
、
男
女
伴
に
76

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
結

婚
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
令

和
５
年
度
は
、
婚
活
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
有
す
る
業
者
へ
委

託
す
る
事
で
、
効
率
的
な
事
業

と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
広
域
的
な
イ
ベ
ン
ト

も
検
討
し
ま
す
。

私
達
人
間
は
「
結

婚
し
て
家
族
を
増

や
す
」
こ
と
で
、
代
々
受
け
継

が
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
現
在

は
全
般
的
に
人
手
不
足
で
、
社

会
情
勢
に
大
き
な
支
障
が
出
て

お
り
、
日
常
生
活
や
各
種
職
業

及
び
文
化
等
、
更
に
自
治
組
織

ま
で
も
消
滅
の
危
機
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
単
独
の
町
で

は
出
来
な
い
婚
活
事
業
も
、
隣

接
市
町
や
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
関

係
市
町
と
連
携
し
て
、
若
者
達

に
人
気
の
あ
る
県
内
出
身
者
等

の
有
名
人
を
参
加
さ
せ
る
大
規

模
な
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
ら
、
交
流
の
範
囲
が
広
が
り

成
果
が
期
待
で
き
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

人
口
減
少
で
人

手
不
足
や
地
域
の

文
化
等
が
継
承
さ
れ
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
人
口
増
の
成
果

を
求
め
る
に
は
大
規
模
な
婚
活

事
業
も
期
待
で

き
る
事
か
ら
検

討
致
い
た
し
ま

す
。

小川　忍 議員
人口減少特別対策課の設置について

業務量を把握し適正な課の設
置を検討

町
長

町
長

町
長

問

町
長 問

問

大
規
模
婚
活
事
業
に

つ
い
て

広
域
的
に
検
討

問町
長
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湧
水
町
が
デ
ジ

タ
ル
改
革
で
目
指

す
社
会
と
は
。デ

ジ
タ
ル
技
術

や
デ
ー
タ
を
利
用

し
て
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
役
所
の
業
務
処
理
を
効
率
化

し
た
社
会
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
事
業
を

計
画
し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
に
コ

ン
ビ
ニ
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証

明
書
の
交
付
が
、
ま
た
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
子
育
て
関
係
等
の
19
の
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
に
は
町
の
ラ
イ
ン

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
住
民

票
の
写
し
等
の
請
求
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。今

後
ど
の
よ
う

な
体
制
で
デ
ジ
タ

ル
改
革
事
業
を
進
め
る
の
か
。

現
在
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

推
進
室
の
体
制
を
保
持
し
て
進

め
る
。

現
在
の
体
制
で

は
従
事
す
る
全
て

の
職
員
が
兼
務
で
業
務
を
行
っ

て
お
り
、
十
分
な
体
制
と
は
言

え
な
い
。
国
や
県
が
準
備
す
る

デ
ジ
タ
ル
改
革
の
専
門
家
の
派

遣
事
業
を
利
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

ど
の
様
な
分
野

の
専
門
家
が
必
要

な
の
か
検
討
中
で
あ
る
。

若
者
の
出
会
い

を
個
々
に
創
出
す

る
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

（
仮
称
）
の
創
設
を
検
討
で
き

な
い
か
。

縁
結
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
（
仮

称
）
を
創
設
す
る
こ
と
で
婚
姻

が
促
進
さ
れ
れ
ば
移
住
定
住
に

も
繋
が
る
の
で
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。町

営
住
宅
を
新

婚
世
帯
用
に
リ
フ

ォ
ー
ム
し
特
別
低
額
料
金
で
の

提
供
を
検
討
で
き
な
い
か
。

特
別
低
額
料
金

の
設
定
は
現
在
入

居
中
の
世
帯
と
の
不
公
平
感
が

生
じ
る
こ
と
や
公
営
住
宅
の
家

賃
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
国
の
支
援
制

度
を
利
用
し
た
別
な
方
策
で
の

対
応
を
研
究
す
る
。

部
屋
の
リ
フ
ォ

ー
ム
に
際
し
て
は

若
者
目
線
で
の
対
応
処
置
が
必

要
で
は
。

そ
の
通
り
と
考

え
る
。

経
済
的
な
支
援

策
と
し
て
結
婚
祝

い
金
制
度
の
拡
充
を
検
討
で
き

な
い
か
。

現
在
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
で
住

宅
取
得
費
用
や
引
っ
越
し
費
用

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
新

た
に
結
婚
祝
い
金
制
度
を
設
け

る
こ
と
で
移
住
の
き
っ
か
け
と

な
り
定
住
に
繋
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
の
で
現
支
援
策
の
成

果
を
検
証
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

近
年
の
新
卒
者

を
含
む
若
年
者
の

町
内
企
業
へ
の
就
職
状
況
は
。

令
和
４
年
度
は

中
途
採
用
者
を
含

め
9
社
で
82
名
う
ち
町
内
か
ら

24
名
を
採
用
、
令
和
5
年
度
は

6
社
で
31
名
う
ち
町
内
か
ら
4

名
を
新
規
採
用
予
定
で
あ
る
。

若
者
の
都
市
部

へ
の
流
出
を
少
し

で
も
減
ら
し
、
ま
た
都
市
部

へ
出
た
若
者
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

も
ら
う
た
め
の
方
策
を
検
討
す

る
た
め
に
も
こ
の
就
職
状
況
調

査
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
町
長
等
に
よ
る
町
内
企
業

に
対
す
る
就
職
者
数
増
加
の
た

め
の
果
敢
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
も
期
待
し
た
い
が
。

若
年
者
の
町
内

企
業
へ
の
就
職
と

定
住
を
実
現
す
る
た
め
の
対
策

を
鋭
意
検
討
中
で
あ
り
、
ま
と

ま
り
次
第
提
案
し
た
い
。

中村　和博 議員
デジタル改革でどうなる

町
長

問問

利便性が向上し業務が効率化

町
長

町
長

町
長

問問

町
長

町
長

町
長

問問

町
長 問 町

長 問

問問 町
長

町
長

一 般 質 問

結
婚
に
対
す
る取

り
組
み

若
者
の
町
内
企
業
へ
の

就
職
状
況
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一 般 質 問

保
育
料
を
完
全

無
償
化
し
、
更
な

る
子
育
て
支
援
を
図
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。保

育
料
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

令
和
元
年
10
月
か
ら
、
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
の
保
育
料
の
無
償

化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
０
歳
児
か
ら
３
歳
児
未
満

に
つ
い
て
は
、
各
所
得
階
層
に

応
じ
た
保
育
料
を
負
担
い
た
だ

い
て
お
り
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
で
は
認
定
こ
ど
も
園
分
と

合
わ
せ
て
約
１
３
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
策
と
し
て

は
、
重
用
な
施
策
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
町
単
独
事
業
と
し

て
実
施
す
る
た
め
に
は
、
他
の

事
業
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。医

療
的
ケ
ア
児

支
援
法
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
他
の
市
町
村
に
先

駆
け
て
行
い
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ

る
「
ま
ち
」
と
し
て
は
ど
う
か
。

本
町
に
お
い
て

は
、
医
療
的
ケ
ア

を
要
す
る
お
子
様
と
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
自
立

支
援
協
議
会
等
の
機
能
の
活
用

と
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
用
に
よ
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
課
題
解
決
を
図

り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家

族
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

子
ど
も
一
人
当

た
り
１
０
０
万
円

を
上
限
と
し
て
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
、
将
来
に
わ
た
り
予

算
を
確
保
し
、
出
生
時
に
20
万

円
、小
学
校
入
学
時
に
20
万
円
、

中
学
校
入
学
時
に
20
万
円
、
高

校
入
学
時
に
20
万
円
、
高
校
卒

業
時
に
20
万
円
を
18
歳
ま
で
節

目
に
支
給
し
、
長
期
的
な
子
育

て
支
援
と
定
住
促
進
を
図
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

将
来
に
わ
た
る

支
援
を
保
証
す
る

斬
新
的
な
施
策
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
施
策
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
他
の
事
業
と
の
調
整

や
補
助
事
業
等
の
導
入
の
検
討

を
行
い
、
財
源
確
保
を
図
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
長
期
的
な
子

育
て
支
援
を
保
証
す
る
こ
と

は
、困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

総
合
交
流
施
設
、

く
り
の
図
書
館
、

幼
稚
園
及
び
中
学
校
の
運
営
等

見
直
し
に
よ
り
、
子
育
て
支
援

及
び
定
住
促
進
に
要
す
る
一
般

財
源
と
従
事
す
る
職
員
等
の
確

保
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

総
合
交
流
施
設

に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
中
に
施
設
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
等

に
よ
り
方
針
を
定
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

施
設
の
運
営
費
や
維
持
管
理
に

多
額
の
経
費
を
要
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
住
民
の
意
見
等
も
踏

ま
え
た
効
果
の
あ
る
施
設
の
活

用
や
民
間
へ
の
譲
渡
等
を
模
索

し
、
財
源
の
有
効
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

く
り
の
図
書
館

の
運
営
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
制

度
を
用
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
現
状
で
は
、
総
合
交

流
施
設
の
在
り
方
や
地
域
の
特

性
も
含
め
て
総
合
的
な
検
討
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
園
児
数
の

減
少
も
あ
り
ま
す
が
保
護
者
の

思
い
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
段

階
的
に
検
討
を
重
ね
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
中
学

校
に
つ
い
て
も
、
小
規
模
校
で

は
あ
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
特
色
を
活
か
し
て
部
活
動

や
文
化
芸
術
活
動
等
に
お
い
て

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い

る
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
と
と

も
に
誇
り
に
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
中

学
校
の
見
直
し
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

田原　寛文 議員
保育料を完全無償化できないか

問

重要な施策であるが，他の事
業との調整が必要

町
長

町
長

町
長 問

町
長 問

町
長

教
育
長

問
公
共
施
設
等
の
運
営
見
直
し
に
よ
る
財
源
及
び

職
員
等
の
確
保
に
つ
い
て
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過
去
の
一
般
質

問
で
、
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
誘
致
に
つ
い
て
の
質

問
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
総
合
交
流
施
設
を
宿
泊
施

設
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

令
和
４
年
第
２

回
議
会
定
例
会
の

一
般
質
問
で
質
問
の
あ
っ
た
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
の
避
難
手
段

と
し
て
、
ま
た
平
常
時
は
宿
泊

施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誘

致
に
向
け
て
検
討
い
た
し
ま
し

た
が
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の

誘
致
条
件
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ

や
飲
食
店
が
徒
歩
圏
内
で
あ
る

こ
と
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お

い
て
、
浸
水
や
土
砂
災
害
の
想

定
区
域
外
で
あ
る
こ
と
が
必
須

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
湧
水
町
内

に
お
い
て
の
誘
致
は
現
状
に
お

い
て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。総

合
交
流
施
設
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
中
に
施
設
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
総
合
交

流
施
設
運
営
委
員
会
等
に
よ
り

方
針
を
定
め
て
行
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
宿
泊

施
設
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
合
交
流
施

設
の
立
地
等
を
踏
ま
え
、
周
辺

整
備
を
含
め
、
宿
泊
施
設
を
誘

致
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ま

す
。

栗
野
岳
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
村
・

大
原
ふ
れ
あ
い
農
園
・
竹
中
池

プ
ー
ル
な
ど
の
町
保
有
施
設
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

栗
野
岳
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
村
は
、

新
緑
か
ら
紅
葉
の
時
期
に
自
然

公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
、
竹
中

池
プ
ー
ル
は
、
夏
休
み
期
間
は

町
外
の
利
用
者
が
多
い
施
設
で

あ
り
ま
す
。
大
原
ふ
れ
あ
い
農

園
は
、
そ
の
効
率
的
な
有
効
策

を
見
出
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
等

も
建
設
か
ら
年
数
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ

更
新
、
改
修
等
を
行
い
、
今
後

民
間
活
用
を
図
り
隣
接
す
る
指

定
管
理
施
設
と
併
せ
て
包
括
的

な
取
り
組
み
と
し
て
施
設
の
在

り
方
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

丸
池
公
園
利
用

者
及
び
心
光
保
育

園
の
移
転
に
伴
い
、
町
道
丸
池

線
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る

が
、
充
分
な
安
全
が
確
保
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

町
道
丸
池
線
は
、

Ｊ
Ｒ
栗
野
駅
の
南
側

を
線
路
に
並
行
し
て
い
る
町
道

で
、
丸
池
公
園
、
栗
野
中
学
校

及
び
く
り
の
学
童
、
そ
し
て
心

光
保
育
園
の
利
用
者
等
が
通
行

し
て
い
ま
す
。

こ
の
路
線
は
起
点
の
Ｊ
Ｒ
中

学
校
踏
切
前
か
ら
丸
池
ま
で
の

区
間
が
２
車
線
で
整
備
さ
れ　

て
い
ま
す
が
、
丸
池
か
ら
終
点

の
Ｊ
Ｒ
牛
瀬
戸
踏
切
前
ま
で
の

約
４
０
０
ｍ
は
、
Ｊ
Ｒ
線
路
、

県
河
川
の
丸
池
川
、
鉄
道
高
架

橋
（
ガ
ー
ド
下
）、
住
宅
地
に

よ
り
幅
員
が
３
ｍ
と
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
車
は
徐
行
や
少

し
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
場
所
を
利

用
し
譲
り
合
っ
て
離
合
す
る
な

ど
、
交
通
の
安
全
を
図
り
な
が

ら
通
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。

町
長

問

問

問

成相　大 議員
宿泊施設の設置について

宿泊施設を誘致することは可能町
長

町
長

町
長

一 般 質 問
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一 般 質 問

が
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
十

分
検
討
し
て
い
く
。

住
民
の
命
を
災

害
か
ら
守
る
た

め
、
本
町
の
高
齢
化
率
は
45
％

と
高
い
中
で
、
要
支
援
者
を
支

援
す
る
た
め
の
個
別
避
難
計
画

の
作
成
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

個
別
避
難
計
画

の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
地
区
防
災
計
画
を
作
る

こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
支
援
対

象
者
の
同
意
の
も
と
に
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
４

年
４
月
よ
り
、
各
地
区
に
お
い

て
地
区
防
災
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
ま
す
。

行
政
の
一
番
の

役
割
は
、
町
に
住

む
人
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
継
続
的

な
訓
練
と
町
民
と
行
政
の
連
携

は
大
災
害
の
折
、
多
く
の
命
を

救
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。地

区
防
災
計
画

は
、
令
和
４
年
４

月
よ
り
各
地
区
に
お
い
て
策
定

中
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
16
地
区
中
、
７
地
区
が
策

定
済
で
あ
る
。
早
期
に
16
全
地

区
に
お
い
て
策
定
で
き
る
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
。

問

問

避
難
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る

施
設
が
立
地
や
耐
震
基
準
な
ど

安
全
性
の
基
準
を
満
た
す
施
設

か
伺
う
。

現
在
の
避
難
所

は
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
応
で
き
な
い
。
避
難
所

の
災
害
リ
ス
ク
に
応
じ
て
使
用

す
る
。
28
ヶ
所
の
避
難
施
設
の

う
ち
26
ヶ
所
は
、
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。

災
害
種
別
に
よ

り
使
用
不
可
と
な

る
避
難
所
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
確

認
を
受
け
た
建
物
は
問
題
が
あ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

現
在
の
避
難
所

は
、
予
想
さ
れ
る

災
害
の
種
類
や
規
模
を
考
慮

し
、
一
時
避
難
所
と
し
た
避
難

所
と
し
て
指
定
し
て
お
り
ま

す
。

耐
震
性
に
つ
い

て
、
昭
和
56
年
以

前
の
避
難
所
が
吉
松
６
施
設
、

栗
野
６
施
設
あ
る
が
、
安
全
か

伺
う
。

施
設
の
有
効
活

用
を
考
え
、
優
先

順
位
を
決
め
て
対
応
し
て
い

く
。

「
施
設
内
の
ト

イ
レ
を
洋
式
に
」

と
い
う
避
難
者
の
声
を
多
く
聞

く
が
、
改
修
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

避
難
所
の
ト
イ

レ
の
改
修
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
順
次
施

設
管
理
者
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
整
備
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

洋
式
ト
イ
レ
は

少
な
く
、
高
齢
者

で
膝
関
節
症
を
患
っ
て
い
る
人

が
多
く
、
和
式
ト
イ
レ
は
膝
を

曲
げ
る
こ
と
に
大
変
な
苦
痛
に

な
り
、
ト
イ
レ
の
回
数
を
減
ら

し
健
康
を
害
す
る
人
が
見
受
け

る
。
洋
式
ト
イ
レ
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
改
修
を
望
む
。
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

避
難
所
の
大
事

な
こ
と
は
「
Ｂ
（
バ

ス
）・
Ｋ
（
キ
ッ
チ
ン
）・
Ｔ
（
ト

イ
レ
）」を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

ト
イ
レ
の
洋
式
の
希
望
が
多
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
和
式

も
残
し
な
が
ら
洋
式
の
数
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
高

齢
者
が
膝
に
苦
痛
を
覚
え
る
方

森山　マスミ 議員
地域避難所の整備，耐震基準について伺う

町
長

町
長

町
長

問

問問問

問

災害リスクに応じて開設運用
する

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

地
域
防
災
に
つ
い
て
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は
、
牧
之
原
養
護
学
校
に
お
け
る

曽
於
地
区
、
次
に
出
水
養
護
学
校

に
お
け
る
伊
佐
・
湧
水
地
区
、
最

後
に
牧
之
原
養
護
学
校
に
お
け
る

姶
良
地
区
の
順
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分
置
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
本
校
の
新
設
、

分
校
や
分
教
室
の
設
置
、
廃
校
等

の
改
修
、
他
校
の
余
裕
教
室
の
活

用
等
か
ら
児
童
生
徒
の
実
態
や
地

域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
て
適
切
な

方
法
を
選
定
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

提
言
内
容
及
び
今

後
の
活
動
に
つ
い
て

伊
佐
市
、
湧
水
町
両
首
長
会
談
が

な
さ
れ
た
か
伺
う
。

伊
佐
市
長
と
の
会

談
は
現
在
の
と
こ
ろ

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
湧

水
町
の
保
護
者
会
等
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
伊
佐
市
と
の
調
整
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。今

後
の
伊
佐
・
湧

水
地
区
へ
の
誘
致
活

動
に
つ
い
て
伺
う
。

湧
水
町
の
保
護
者

会
等
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

湧
水
町
議
会
の
御
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
早
期
実
現
に
向
け
て
伊
佐

市
と
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
の
存
続
対

策
を
町
長
部
局
と
協

議
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
と

す
れ
ば
、そ
の
協
議
結
果
を
伺
う
。

協
議
を
行
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
区
毎
の
活

性
化
対
策
を
示
す
こ

と
に
よ
り
、
人
口
増
と
な
り
、
小

学
校
の
存
続
に
繋
が
る
と
思
う

が
、
校
区
毎
の
対
策
を
伺
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
、

小
学
校
区
毎
の
活
性

化
対
策
に
つ
い
て
は
特
に
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
、
小
学
校

存
続
に
繋
が
る
小
学
校
区
毎
の
活

性
化
対
策
に
つ
い
て
、
町
の
施
策

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問 問

法
律
が
公
布
さ
れ

た
が
地
方
公
共
団
体

の
長
と
し
て
の
率
直
な
見
解
を
伺

う
。

医
療
的
ケ
ア
を
要

す
る
お
子
様
と
そ
の

家
族
へ
の
支
援
が
重
要
で
あ
り
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
最
優
先
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

施
行
に
伴
い
、
本

町
と
し
て
の
支
援
の

在
り
方
等
を
伺
う
。

本
町
に
お
い
て

は
、
そ
の
家
族
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
面
談
等
を
実
施
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

関
連
機
関
（
保
育

所
、
学
校
）
等
と
の

充
分
な
る
協
議
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
法
律
に
期
待
さ
れ

る
関
係
者
に
対
し
て
、
安
心
し
て

家
庭
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
、
速

や
か
な
る
対
応
策
を
伺
う
。

町
が
設
置
す
る
地

域
自
立
支
援
協
議
会

及
び
そ
の
専
門
部
会
を
活
用
し
、

関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有
や
支

援
体
制
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

課
題
解
決
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
26
年
３
月
に

発
覚
し
て
か
ら
の
返

済
額
と
残
額
を
伺
う
。

横
領
金
額
７
５
３

２
万
９
３
７
７
円
、

令
和
５
年
３
月
ま
で
の
返
済
額
９

６
６
万
９
３
７
７
円
、
残
額
６
５

６
６
万
円
で
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
返

済
額
と
毎
月
の
返
済

額
を
伺
う
。

令
和
４
年
度
の
返

済
額
は
60
万
円
、
毎

月
５
万
円
の
返
済
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
毎
月

の
返
済
額
で
何
年
か

か
る
と
試
算
す
る
か
。
再
度
、
十

分
な
る
返
済
計
画
を
検
討
さ
せ
る

べ
き
で
な
い
か
伺
う
。

完
済
ま
で
約
１
１

０
年
か
か
る
と
試
算

し
て
お
り
ま
す
。
返
済
計
画
に
つ

い
て
は
、
早
期
の
完
済
を
引
き
続

き
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
の

３
地
区
新
設
提
言
が

示
さ
れ
報
道
さ
れ
た
が
詳
細
に
つ

い
て
伺
う
。

出
水
養
護
学
校
に

お
け
る
「
通
学
バ
ス

の
長
時
間
乗
車
」
の
解
消
に
向
け

て
、
伊
佐
・
湧
水
地
区
に
特
別
支

援
学
校
の
分
置
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
優
先
順
位

久留須　修 議員
医療的ケア児及びその家族への速やかなる対応策は

町
長

町
長

町
長

町
長 問問

問

問

問

問問

地域自立支援協議会等を活用
し課題解決を行います

町
長

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

一 般 質 問

過
去
に
発
生
し
た
公
金

横
領
事
件
に
つ
い
て

特
別
支
援
学
校
誘
致
に
つ
い
て

各
小
学
校
区
の
活
性

化
対
策
に
つ
い
て
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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
の
定
数
・
報
酬
及
び
政
治
倫
理
な
ど
議
会

活
性
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
、

議
長
を
除
く
11
名
を
委
員
と
す
る
議
会
活
性

化
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
員
の

定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

議
論
の
進
め
方
と
し
て
は
、
合
併
後
こ
れ

ま
で
協
議
さ
れ
て
き
た
議
員
の
定
数
・
報
酬

に
関
す
る
経
過
と
資
料
等
を
基
に
、
近
隣
市

町
村
の
状
況
、
議
会
運
営
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
過
去
の
議
論
な
ど
、
お

互
い
の
共
通
理
解
を
深
め
る
協
議
を
進
め

ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
関
係
も
あ

り
、
町
民
と
議
員
の
意
見
交
換
を
直
接
行
う

場
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
や
諸
団
体
の
意

見
を
と
り
ま
と
め
、
住
民
の
意
見
と
し
て
集

約
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
現
職
議
員
12
名
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
し

た
。議

員
定
数
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
の
意

見
、
委
員
か
ら
の
集
約
結
果
と
し
て
、
定
数

を
「
減
ら
す
」、「
現
状
の
ま
ま
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
減
ら
す
」
意
見
の
内
容
と
し
て
、「
人
口

が
減
少
し
て
い
る
た
め
。」、「
厳
し
い
財
政

状
況
を
考
慮
す
れ
ば
身
を
切
る
改
革
を
求
め

る
。」、「
人
口
比
率
千
人
あ
た
り
の
議
員
定

数
と
す
る
と
8
～
10
人
く
ら
い
。」、「
議
会

の
監
視
機
能
等
を
維
持
す
る
た
め
に
は
限
度

が
あ
り
最
低
10
人
。」、「
定
数
削
減
の
意
見

を
多
く
聞
く
た
め
削
減
。」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
現
状
の
ま
ま
」
の
意
見
の
内
容

と
し
て
、「
誰
で
も
出
馬
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
も
現
状
維
持
が
よ
い
。」、「
減

ら
す
と
行
政
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。」、「
委
員
会
方
式
を

と
っ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
各
委
員
会
６

名
は
必
要
で
あ
る
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
意
見
の
内
容
と
し
て
、「
議
員
数

が
減
る
と
相
談
し
に
く
く
な
る
。」、「
財
政

面
を
考
え
る
な
ら
事
業
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
先
で
あ
る
。」
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
住
民
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
議

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
由
討

議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、「
人
口
減
少

に
伴
い
、
住
民
か
ら
定
数
減
を
多
く
聞
く
。」、

「
減
ら
せ
ば
新
人
が
出
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
の
最
終
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
議

員
定
数
に
つ
い
て
は
、「
減
ら
す
」
事
に
決
定

し
ま
し
た
。
削
減
後
の
議
員
定
数
に
つ
い
て

は
、「
10
人
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
報
酬
に
つ
い
て

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
の
意

見
、
委
員
か
ら
の
集
約
結
果
と
し
て
、
議
員

報
酬
を
「
増
や
す
」、「
現
状
の
ま
ま
」、「
減

ら
す
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
増
や
す
」
意
見
の
内
容
と
し
て
、「
若
い

（
子
育
て
世
代
）
な
ど
が
生
活
で
き
る
だ
け

の
報
酬
が
必
要
で
あ
る
。」、「
扶
養
手
当
等

若
い
世
代
が
議
員
活
動
に
専
念
で
き
る
環
境

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。」、「
こ
れ
か
ら
先

の
若
手
議
員
の
た
め
増
額
も
考
え
ら
れ
る
。」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
現
状
の
ま
ま
」
の
意
見
の
内
容
と

し
て
、「
財
政
状
況
及
び
県
内
市
町
村
を
考

慮
し
て
現
状
維
持
。」、「
若
年
議
員
を
育
成

す
る
た
め
の
検
討
は
必
要
だ
が
、
現
在
の
財

政
状
況
か
ら
み
る
と
現
状
の
ま
ま
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
減
ら
す
」
意
見
の
内
容
と
し
て
、「
定
数

を
減
ら
さ
な
い
場
合
は
、
減
額
が
望
ま
し

い
。」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、「
経
費
節
減
の

観
点
か
ら
議
員
を
減
ら
す
よ
り
報
酬
を
減
ら

す
ほ
う
が
良
い
。」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り

ま
し
た
。

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
議
員
報
酬
に
つ

い
て
は
、
今
回
決
定
す
る
の
で
な
く
、
県
内

の
市
町
村
や
県
外
に
お
け
る
類
似
自
治
体
の

状
況
、
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
、
今
後
も
協

議
を
継
続
す
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

湧水町議会活性化等調査特別委員会における
議員定数及び議員報酬に関する結果報告（概要）

委員長　境　田　公　明
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令
和

5年
６

月
１

日
発

行

発
行

責
任

者
　

湧
水

町
議

会
 議

長
　

小
川

　
忍

編
　

　
集

　
議

会
広

報
編

集
特

別
委

員
会

〒
899－

6192
鹿

児
島

県
姶

良
郡

湧
水

町
中

津
川

603（
吉

松
庁

舎
内

）
TEL 0995-75-2111  FAX0995-75-2456

　

湧
水
町
議
会
議
員

の
活
動
も
任
期
の
半

分
を
終
え
、
後
半
の

2
年
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
会
構
成
も
一
新
さ
れ
、
議
員

一
同
新
た
な
気
持
ち
で
議
員
活
動

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち
着
い
て
、

様
々
な
行
事
等
も
例
年
通
り
行
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
感
染
者
が
完
全
に
い
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
予

防
対
策
は
し
っ
か
り
と
続
け
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
は
山
積
み
で
は
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
町
民
の
皆

様
よ
り
更
な
る
信
頼
を
得
ら
れ
ま

す
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

（
成
相　

大
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
田
原　

寛
文

　

副
委
員
長 　
成
相　
　

大

委
　
　
員 　
宗　
　

照
夫

同    　
中
村　

和
博

同    　
橋
元　

義
嗣

編後
集記

議会議事堂へ傍聴にお越しください。

次の定例会は６月６日開会予定です。

議  会  の  動  き

「開かれた議会」づくりとして，
　　　　　　　　議会中継を配信しています。

〇インターネットを通じて、
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。

　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。

▼ こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

月 日 曜日 議会の動き

１　

月

4 水 ・町成人式（正副議長）
11 水 ・議会広報編集特別委員会
12 木 ・県町村議長会議員研修会

18 水
・議会活性化等調査特別委員会 
・議会運営委員会 
・議会広報編集特別委員会

24 火 ・例月出納検査（〜 25日まで）

27 金 ・定期監査開始あいさつ 
・硫黄山河川白濁対策に係る水質改善施設完成見学会

２　
　
　
　

月

1 水 ・自衛隊中央要望
2 木 ・自衛隊中央要望
3 金 ・県後期高齢者医療広域連合議会定例会

8 水 ・議会活性化等特別委員会 
・議員全員協議会

13 月 ・一部事務組合定例会（卸売市場管理組合，伊佐湧水消
防組合）

14 火 ・議員全員協議会
15 水 ・姶良伊佐地区介護保険組合議会定例会

17 金
・町不要財産調査会 
・県町村議長会第74回定期総会 
・一部事務組合定例会（火葬場管理組合，環境管理組合）

21 火 ・例月出納検査（〜 22日まで）
22 水 ・定期監査報告書提出
27 月 ・議会運営委員会
28 火 ・議員全員協議会

月 日 曜日 議会の動き

３　
　
　
　
　
　

月

2 木 ・第１回定例会本会議
5 日 ・町生涯学習推進大会
6 月 ・議会本会議

7 火 ・議会運営委員会（一般質問） 
・各常任委員会

8 水 ・議員全員協議会（一般質問）
・各常任委員会

9 木 ・各常任委員会
10 金 ・各常任委員会

13 月 ・議会本会議（中間） 
・各常任委員会

14 火 ・各常任委員会
15 水 ・各常任委員会
16 木 ・各常任委員会現地調査
20 月 ・住宅新築資金審議会

22 水 ・議会本会議（一般質問） 
・議会広報編集特別委員会

24 金
・議会本会議（一般質問） 
・議会運営委員会 
・議員全員協議会

27 月 ・例月出納検査（〜 28日まで）
29 水 ・南さつま市議会産業厚生委員会行政視察

30 木
・最終本会議（採決） 
・議員全員協議会 
・議会広報編集特別委員会
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